
detonatordeteminedbythc吊ball･tesl"
wasfoundtobesmallerthanthatobtained

bythe"StossPendel'',butthe"ball･test"

givesaseriesofreliablerekLtivcv.llues.

Furthemore the Hball･test''isvery

simplein operationandnotexpensive,
becausealeadballcanberc.east,SOthe

Hball･test〃seemstobeusefulasaroutine

testofthestrengthof.1detonator.

2･Thedetonationpressureof.1detonatoris

calculatedapproximatelyfromtheloading

densityandthedetonation ･ヽelocityoEa

basechargewhileitisalsocalculatedfrom

theimpulsemeasuredbytheHStoss･Pen･

del''.Thevaluesobtainedbythesediuer･
entmethodsprovedtobealmostidentical,

andtheyareabout80,000kg/cm2.

Theresultindicatesthephysicalmean･

ingoftheimpulseofadetonator.1ndthe

reliabilityofabsolutevaluesobtainedby

the〃Stoss･Pendel".

3.BytheSPHF(Sl10Cl⊂PassHeatFilter)

method,the presentauthorexamined

lVhetherornotan industrialexplosive

couldbeinitiatedbyapurelyimpulsive

forceoEadetonator.

"Shinkiri･dynami(e''(Ammoniagelatine

dynamite)couldbeinitiatedbytheshock

inthesidedirectionofa_Tl.0.6detonator,

while''Sh8an-dynamite"(Permittedsemi･

gelatine)i)nd〟Sh8an･bakuyakn"(Pemit-

tedammonium nitrateexplosives)failed

bytheshockfromadetonatorbothinthe

directionsofsideandaxis.

笛酸水銀の結晶 と感度

長 山征悦 ･改め容二郎●

1序 輸

雷酸の水銀塩には第-塩と節二塩があるが,第一塩

の火薬的性質は従来全く紀連がなく取扱安全性は全く

不明であった｡また第二水銀塩すなわち常束は従来広

く起爆薬として利用されているが製造条件または再結

晶の方法によっては軽々興った外形の結晶が得られ

当然その火薬的性質も異ると考えられ取扱上考慮を要

すると思われるので弟一塩お上び窮二塩の結晶形と火

藁感壁につき研究した｡

実施した感度試験は発火点.嘩掠感度.汚堪感密,

･雷気火花感度である｡

2 結 晶 の 生 成

2.1雷故第-水銀の製法

2.1.1i.W苗h]erの製法l)

L.W8hler他が種々の雷酸塩を合成するに用いた

方法で3%ナトリウム71ルガムと雷兼をアルコール

･*で接放させて常敵ナトリウム NaONCのアルヨー

相和35年7月2日7交狩

J 苅-,S工芸試扱所･n七15-詔 神奈川県苧軌ti

10

ル群液を相,これと硝酸苅｢水銀との複分解で/#酸第

一水銀を柑る方法である｡本法を爽施するに雷酸ナト

I)ウム溶液中に混在するNaOHのため,得た第一水

銀塩試料中に酸化水銀.水銀粒が混入しその分担は田

程であった｡

2.1.2正 接 製 法

アルコールと瑞放水銀による雷兼生成反応T･,ア･ン

コールを増して還元性で披慨に行わせれば, 留兼のか

わ))に常敵前-水虫を拘るl)｡著者らの製法は次の通

りである.水銀 6g,硝酸 (a-I.45)38ccおよびアル

コール100ccを混合して (50±0.5)oCに1-2hr保

ち白色沈海として雷酸新一水銀を得た｡純度は99.3/eQ'

であった｡

2.1.3 位 党

微細の無色片状結曲で光学異方性を示したC(図 1)

水とアンモニア水に難辞で少時ののち分解し1.%灰色を

.q･=した｡チオ硫酸ナトリウム水溶液には分解しながら

溶解しアルカリを生ずる｡

擁壁の湘定には晋兼の場合とおなじくこのアルカリ

(290) エ業火実損会誌
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なた流して行った｡火薬的性質は筏述する｡(3●1.-3.

5.5)

2.2℡ 弄

2.2.1常葉結晶の生成

富来の結晶については従来記述があるが3),関口一)

はRl遮母液の組成の変化に応じて生成留東の箕形板状

結晶の塀角が迎銑的に変化することを淀めこれを特異

な現免として教卓している｡

若者らはまず常法により原料雷兼を糾し.これに郁

々の沖妹より再結晶したものにつき形状を明かにしこ

れより原料雷兼帯晶の生成週毎を検討し,さらに得た

夫々の結LTIJを火薬感度就敦の耽料に供した0

2.2.27ンモ=7射こよる再結晶

富来飽和の浪アンモニア水を放匿し図2に示す結晶

を得た｡曾兼とアンモニアの複塩と推糾される｡統外

に取り出すとただちにアンモニアを放出して韓片結晶

に交る｡

富来飽和の浪アンモニア水に同丑の浪アンモニア水

を加えて希釈し.<oCの追放臥 リのデシケータ中に

d過m)放匿して図3の敢大鴇色不透明結晶を得た｡

解凍飽和の浪アンモニア水を激しくかきませながら

倍丑の水を加えて淡黄色細糸光沢の鱗片結晶をえた｡

検度するに薄い饗形板状で明かに光学典方性であるO

(図･i)

富兼飽和アンモニア水に4倍畳の水を徐 に々加え一
基†放 圧して一辺 1-0.5mm の無色道明板状結晶を

えた｡(図5)

本項でえた富来の頂角;ま三額とも70.i'であった｡

212.3 7ンモ=7水と酢Flこよる再括.a

雷戎飽和アンモニア水 (17%)を3ク∠の酢酸で微ア

ルカリ性迄中和し,一中放匠して図5と同じ鎗晶をえ

た｡(図6)

留双飽和アンモニア水を激しくかきまぜながら30%
の酢酸を加え微酸性にして図7の結晶を得た｡原料滞

京にみられるごとく結晶の面に対角線が現れ,かつそ

の面は平滑でか ､｡ときには2または3倍の結晶が迎

話したものも見 られた｡項角は前項同様 7C.jOであ

るe

留成飽和アンモニア水を激しくかきまぜながら放酢

散で急激に中和し氷冷して図8の白色微細結晶 をえ

た｡これには図9の結晶が混在する｡

2.2.4 ピリジンよりの再結晶

ピリジンはアンモニア水と同様に智東を溶解し視盤

を作ることが知られている｡富来で飽和したピリジン

SehhhkoErの決荊爪先択針状叔瓜と同じだろ,｡

攻は水分定丑は不伐とLHg.N,Cの分析ICCJh'2Hg201+flo

としている｡当時は水さえこい ･式は乗七で.Jtの原子丘に上
ると倍の分析頂はFt水のHgOZh'zCZ i=合!｡

12 (292)

を水に注いで伐片状接地給血を御た｡十分水洗すると

I:'リジンは遊擬して粉末状雷兼となる｡

2.2.5水よりの再結晶

90oCの水に雷兼を飽和し,放冷すると苛発色絹糸

状光沢の韓片または絵節状結晶をうる｡結晶水を含む

と倍ぜられたものである 8̀)｡また,50eCの水に雷乗

を飽和し 2週間 40Cに保って図12の唐晶を得たe こ

の結晶の項角は前出の70.40にひとしい｡

2.2.6 シアン化ナ トリウム溶液よLJの再希曲

管兼を飽和した5,0,,'シアン化ナトリウム水幹線に酔

熊を加えると (2.2.2)項と同じ績瓜を得る｡

2.2.7結晶析出過程の税額

雷兼飽和のアンモニア水からの析出過程を顕微鏡下

で観察した｡デ･/キグラス上にとった雷兼溶液のl蘭

を放匠すればアンモニアが逸放して周辺敵まかなり早

く中央部では比故的徐々に晶出がみられる｡図13,回

Iiは清をのせたのち 5sec役の中央鰍 こ析出した結晶

で,小さい糞形あるいは(OOl)両の来れた六辺形の衣

状で,結晶成長の中心となりこの結晶の四矧 二はただ

ちに訴芽が生じさらに生起･し20secの故には原料雷兼

の図15ににた結晶となるのが観察できた｡周辺部では

同じ按結晶より｢しだ｣状結晶が急速に成長する.

2.2.8 考 察

上記の諸爽験で溶媒桃罰と析出条件で種々の外観の

昇る結晶を得たが,辞妹がことなっても殆んど同様の

外観の第品を得る静合もあるので結晶の外観の決定:=

はその析出速庇が大きな好智をもつと考えられる｡

常乗結晶を外観によって暁片状.聾形板状 (ビラミ

I/t=形も7JLる)および原料富来形の三範に大別でき

る｡約二着は析出時に母液の過飽和虎が小さいが,液

中の溶質の拡散速度が小さい場合に生じ,原料曾兼形

の結晶は過飽和度が大で析出速度が大きいため結晶核

の曲率半径の小さい袈ikfが著しく成長した結果生じた

ものと考えられる｡この過程の脱明図を図16上偶に示

す｡

下側のAは Bip)･ramid,Bは Bipyramidで(leo)

皆晶核 発芽 成長 工菜曳晶

ト.トキ十
釈片持釈板

◇亡
…

湖

◎｡

･

轟
菅

･阜･･-
エ粟火恭皆会誌



が乱れたもの,Cにさらに発達しているもので D,E

と典にいずれも観察された｡

野乗のエ米製品は微細な結凡が非合した状他で多く

の姥肘Eiiをもち,その内鰍 こ母紋を放留する邸がしば
しば起り,また加熱あるいは紫外弟照射で6)分解をお

こす時は終曲姥の境界によって裂日が生ずることが多

い｡餅片状または棚 状簿曲は上述の=形の中岡状旗

と考えられる｡

雷虎の創造廃液を放匿すると,容蕃肘掛こ給血析出

が見られるが,これは上記三租の肯晶および不爆発性

水雄 よりなっていることが観察された｡不倫性水虫

盤は盤韮性折放水農藍と推約したが,それは下記の都

実と,廃液の執茨を考慮した結果である｡

(I)顕微鏡観察によると｣二途の雷東の凍結JfTJの外に

道明光学異方性針状結晶がある｡(2)そのまま加熱台

上で加払すると役者は爆発することなく熔酸する｡

(3)アンモニア水,チオ硫酸ナトリウム辞液を滴下す

ると針状結晶は溶解せず分解する｡(4)Ⅹ線回折像に

は懲戒の外に同定不能の若干の掛がある｡(8.1参照)

3 着晶租の検肘

3.1Ⅹ 線 E)折 法

前記の締結Blについて結m]栴迫の豊をⅩ線回折で放

した｡

使用した装匿は理学寵扱到ガイガーフレ･Jクスで銅

対陰睦.三･Jケルフィ)./クーを使用 30kV,16mA を

適確した｡試料はA.原料雷東.B.富来飽和アンモ
ニア水に水を加えて析出した餌片耽読科く2.2.I),C.

930Cの水よ;)析出した鉄幹(2.2.4),D.アンモニア

荘舵より酢酸で中和打出した試料,E.常釆到近床紋

相に沈放した雷兼類似物,F.節一節酸水銀で.神た
結果に17周に示す｡デJ{イシエラー瀞乗法であるから

得た回折線より格子常毅を決定する串は正方,六方晶

系以外の対称性わ医小者晶では不可能であるが71, ア

ンモニア水より再結晶した常流については .1Iiles8)那

lti結晶法で解析しているので.その結果を利用して池

に回折線を井出比戟した所,B,C,D銑料の鍬 こよく

I∧■-I__ーtI
tI.
t<き.トil ll
l,i.‡ l

EL- Il 一 l

tI.｣ ...tIIl

).l I.t AVol-21,Nc'5.19SO -鼓した｡E耽科は雷束も

あるが,同定できない線も含んでいる｡F試料 (雷

政第一水銀)は全く別の回折蝕を示している｡本爽故で

はできるだけ釈料をそのままの状他で用)､瀞砕しなかったので,粒

子が大きくかつ定位効果の

ために線畝皮に定最的な関取ま乏しいと予想される｡

3.2水 分 定 丑X線回折(3.1)の鰍

第-雷酸水銀の外は同-の藩瓜構造を有すると考え

られるにいたった｡しかし高温の水より再結晶した汚い鋳片状または

榔 状の結晶は従来I/2モル唐曲水を保有するとされて

いた｡(2.2.i)そこでカールフィ･Jシャーまで含

有水分を定放した｡試料はつぎの通りである｡A:原料雷兼,
a:アンモニア水より析LLlしたもの,C

:90ccの水よ1)冷却締出したものを3昼夜艮乾した鱗片状 (内に織維状も含

む)渚臥 D:同じく析出したものを浸琉故人デシケータ中で十

分乾燥したもの｡試料の開封を2回行い得た平均値は A:0.247QJ.B:0.53玖 C:0.53%,D:0.39/o

o' で吸封水と考えられる｡もしlん水盤とすると3.06タo

' l水盤とすると5.95,00'の水分を含む笹である

｡従って唐品水柱どの場合にもみとめる事が出尭なかった｡これは

H.Hart他の生砂 )および上記Ⅹ簸回折の結果(3.

1)と一致する ｡ 4 感 度

拭 験4.1発 火 点 試 験従来より雷束の発火点試供は

行われているが,ここではクル･Jブ式ステンレス発火点拭敦署

で各飲料0.05gにつき発火4Ij時問を瓢超した｡得た結果よI)

5sec待時榊を内細して襲 )に示す｡

賓1 発火点洪政(5砂



鎖になり.短い待時岡の曲掛ま90oCの水よりの鉄幹

のものに,長い待時間の曲線は原料曾兼のそれに近

い｡(温政道欺一時Mの対欺)狂線供斜よりこれらの就

科は2矧 こ分類でき,第 1軌ま軌繋留戎およびピリジ
ンより得た銑科で,故細結晶の非合であ?発火点は高

く直線の飲料は小さい｡茄2碇は領双のアンモニア溶

液を水で希釈して術た拭料,9〕BCの水より析出した

拭斡およびアンモニア沖液より酢故で比叡させた飲料

で,発火点は低く直線の供斜は大である｡化学的施政

はチオ硫酸ナトリウム分解アルカリ滞定法で測定した

ところいずれも大豊がなかった｡

4.2 落噂感度および妊娠感度
試料は上述発火点釈放と同じものを用いた｡

落槌感皮紋験には JTS冗 4810に印じ,拭料欺 10

mgをそのまま銅剣ピース間に把き 130gの窮球を自

由落下させど-スを通じて衝撃を与えた｡

帝擁感兜銑験はLll田式釈放機を用い,上側のコラン

ダム片の代りに十分焼入した同大の銅片を用いた,摩

涼面1乱まC.194cm王である｡結果を我2に示す｡

安2 洋組および呼紹感度
l

試 料 の 弟 法 l不蜂点(cm)
摩擦 洛 斐

原 料 訂 兼

tl'tJジソと水より

7ソモ ニ7水を桔めて

7 ソ そ こ7水と酢酸

9⊃oCの水より

製造塊凍J:りの沈河

詔酸第-水銀

5

5

5

U.)
一7

5

一7

8

cc

5

0

■ヽ

∩)
8

35

l
5

5

-

7

-7

5

4.3 同気火花感度

4.3.1装 置

図】別ま馴 1;の回路と発火部を示すo把流260Vの砥
濡よi)31lnの抵抗を油じてオイルべ-パーコンデン

サーに充偲する｡ コンデンサーの容叔Cは 0.5.-5/LF

まで 0.5JIF おきに射 ヒしうる様にし.スイッチを入

れればコンデンサーに光催された屯光エネルギーの大

蒜分は図示の火花riq掛 こ現れる｡

針状磁極位既は再現他に冊意したが,磁気火花の状

津は放屯の本性として一一必 こは保ちがたい｡

iF.I I′frr-吋′一lJ′′

14

図18 莞火Bg絡

4.3.2 就 科

.i(線回折,発火点妖敦に供した浜村のうちA:席料

常兼およびこれに水またはアルコールを合ませた就科

a:富来飽和アンモニア静液を臓 で中和析出させた

試料 C:90oC の水より冷却析出させた妖斡を用い
た｡A-R料の粒齢ま150メ･/シAバスである｡

久々手

･･.
-T■q●jh5-

図19屯式火-IE感度

4.
3
.
3操作

上記試料約0
.
CSgをE3型磁極のくはみに濁し.
上

より針状電極を定位匿まで静かにさしこみ放僅する,
放懲条件を変えて10回宛行い発火回牧を旅する｡

4.
3
.
4結果

(1)乾侵した原料雷東につき砥蛭間掛および屯圧

の好守を放した
｡
(或3)その結果問鰍0.
6mmの方

が発火率曲線が急であるので以役の実験は0.
6mmを

援用した
｡
(2)水またはアルコール含有の影響を碓源屯圧
260V,15
0メ･/シュパスの
館頭で測定したが
.
その結

果は図20の通りである｡
(3)(4.
3
.
2)のA
,
a
,C
の試料についての結果

は図20の通りである｡

賓3電抵間称と喝正の膨啓

135i 0.6 OJ

135[ 0.3 ○/I

4.3.5* S放電で電気エネルギ-那.rL'

い意味'=･の熱エネルギーに変換し,これが雷乗の

発火を引起させるのが火花感度試験の基本的経過であるが･

.これ'.三つぎの様式に分類Li'.来よう｡(a) 電気

火花が雷柔実質を通過することによi),(b)火花が空先を通i

)lu]'i盟になった空光が雷東を加熱することによ)

).(e)火花が空気を通ろため発生する高速の空気彫版の崇撃により

,(d)質(2
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気の膨脹で微粉末状雷兼の空気中分散

系を生じ,これが放電来期の火花で引

火する｡実際にはこれらの緒様式が同

時に起ることも考えられる｡雷兼は良

い絶縁体であることは確めたが,(a)

○ の場合は一般に起りがたい｡(C)の

_ _J幽 L一 〇 効果は大電涜火花のとお相 帯になる
と思われる｡電気畳一定のとき,回路

Irf 2rF ,rF

Eg]20電気火花感度

図21.Ji-=敷石学琵と温 安 仰 FI'F抵

抗が大きいと放電間隙に現われるエネ

ルギーは少くなり発火率は減少する筈

であり,コンデンサ一客最Cが大きいと嘘気･tネルギ

ーとしてはCに逆比例して減少する上に放屯時間が長

くなりエネルギーの典中効果が減少する笹である｡し

かるに実験の条件によっては回路抵抗の増大容畳の増

大でかえって発火串が大となることがみとめられた.C)｡これは (

d)の効果によると考えられる｡しかし,著者ら

の実験条件では (d)の効果は琉れず,(b)の様式

すなわち試料の一部を極く庖時間前脱にさらしてその

発火率を検する一種の熱感度釈放と考えて

検討したのでそれをつぎに述べる｡髄圧Eに発破さ

れた容量Cのコンデンサのエネルギーが火

花間隙に現れるとエネルギ一成係はIJ･2E2CL

-Ivz.dtで示される｡ただし火花間隙の電圧をV

,電韓をt,俵率をLとする ｡電気火花によ

って均質料 の一部に既知蕊のエネルギーが一節時に与えられると,その瞬間その部分は高

温になるが一方時間の鐘過と共に伝

導によって熱が失われる｡試料が発火するや否や杜 Bowdenll) の考え

に従って,ある一定温度時間範囲の

加熱状態が保

たれるか否かによるものとする｡今,

装填比歪の実測醍 1.04(雷戎容積として22.5%)を採用し完全に

空気と均一に混合しているとする｡

試料の比熱,熱伝導度をそれぞれ0.018⊂cal!dcg･g〕

,O.co2 〔cal/'cm･sec･d

egコとする｡比熱はHg(CN):,の比熱の文献隈より推測,装填比

重を考慮して決めた｡伝導度は,砂

土などの粉状

固体についての位を韻用した｡



一方,電気火花の有効エネルギーへの転換率はつぎの

様に求めた｡放窓 圧々電羅髄を自作高周波用分圧器分

托器と Tektronix535オッシロスコ-ブで実測した

エネ/レギーと,電源寵DIとコンデンサー容量より求め

た静電エネルギーの比を求め,自動如コイルの能率を

含めた回路の全能率を78,01;と罪出した｡W.Roth12)

に従って充恵の磁気エネルギーが熱エネルギーに変換

する能率については95,00',この熱エネルギーが試料を

加熱する有効な能率を50アQ'とする｡よって綜合能率は

38%となる｡

実験条件は, コンデンサ-容北 O.5F'F,2.25fLF,

2･89FEF,充電 圧々 260V で放屯後のサイラト｡ン内

部降下による旗留竜圧が 10Vであるから火花に現れ

試料を加熱するエネルギーは前述の綜合能率38,oiを考

えてそれぞれ 1.46,6.3,チ.35xlBcalとなる｡

今試料中の一点に Qぐalの熱エネルギーが加えら

れたとき,tsccを加黙点より1･cmはなれた点の温

度をβ○にとすると,

O-聖 祭 lユ'

で与えられる,ここで ('は熱窄最.kは熱伝導度で

ある｡

上記3容最の場合について界出した結果の一例を図

21,図22に示す｡後者は加熱中心温度と時間の曲線で

あるが,これに前述の発火点試験 (･い )の結果を3種

の試料につき待時間を 10-5sL･e程度まで外挿して同

時に示した｡ コンデンサー容故 0.5/LFの直線と試料

I,2,3,の直線は 2.5XlO~1-7.0×10一一sccで交わり

このときの加熱部分の温度は約 1,OCOCKである｡こ

の鰐は Bowdcnによる H.}tSpotの大きさの程度の

倍であるが,実際 O.SjlF:760V の場合に就料によっ

ては法界発火点となるOこの計訊 二は多くの仮定と不

確かな款伍を用いているにもかかわらず,上記の-敦

をみたの注興味淀い｡

以上のように電気火花感圧のrnTl定結果は発火点試験

(4.1)と平行した値を示していろ｡

5結 臨

雷兼を条件を変えて再結晶すると興った外観の結晶

がえられるが,X線回折.水分定鼓に上るにいずれも

外観の変化のみで本質的な相速はなく,含水結晶の存

在も緩められなかった｡しかし各結晶について発火点

試験,諮槌感度,席終感度および怒気火花感匠を測定

した結果はかなり差があり90cc以上の水から再結晶

したものがつねに地鈍感で,エ菜製品の雷兼が最も′ト

さい感度を示した｡

これによt)同一物'質でも結晶状鰻でかなり火薬的感.

度に差があることが示された｡雷酸第-水鍬 ま上記絡

試験によって怒兼よ;)著しく鈍感で,結晶構造も異る

ことが明かになった｡

6 附 記

日本化薬の試料供与,および新潟大学の遠藤氏のデ

ータ供与に対して御礼申し上げる｡
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OlltheFormsofCrystalsandtheSerL81tivities

ofAIerctlryFulminates

ScictsuNagayam aandYojiroMizushima

Studiesonmercurousfulminatewl10SeeX- thatitwasratherlow･sensitive,andllada

plosivepropertieshadbeenunknownproved diqerentcrystalstructurefrom thatofmer-
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curiefu)minate.

Mercuricfu一minateTariesitssensitivities

accordingtoitscrystalforms,Whosemicro･

scopicphotographiesareshownhere.Raw

crystalsofthesaltandrecrl･sta]izedones

from ammoniacsolution,pyridineandwater

weresubmittedtotestsoffallhaJnmer,fric･

tion,;gnition inaKruppvesselandele･

ctricsparkignition.Thesetestsshowedthat

themostsensitivecr)･stalswererecrystalized

oncsFromahotsolution,andtherawoncs

wereleastsensitive.

Ontheotherhandcrystallographicstudies

byX･raysandquantitatiyeanalysisofwater

contained in (he above crystalsshowed

thatnoessL･ntialdiEerence betweenthose

crystalsWIISfound,andnocrystalwaterwas

foundevenincrysta一sdepositedinwater.

大電流による電気雷管の点燦について

伊 藤 一 郎 ･岩 国 書 一 ･顔 中 雄 二●

I.穂 首

電気溜管の点火に大筒乾を用いたときの点燈につい

てはすでに E.Jonesl),来由.酉 2)らの研究が発褒さ

れている｡Jonesによれば屯流が大き1/.ほどばらつき

が小さくなって好ましいとされているが,来島,西に

よれば点火曜流が 2-5A のときばらつきが最小にな

るとされている｡しかし以上のほかにわが国で現在班

用されている電光雷管に対しては.大電流を用いると

かえってばらつきが大きくなるという意見もある｡ま

た最近はコンデンサー式の大客先点火器が普及してい

てしばしば大きいピーク値をもった電茂を用いること

があるから,この点を明らかにしておくことが必要で

あると考えて実験を行った｡

2.乗 取

実験の綻饗は次のようである｡

占号瞬発砲気筒管を静穏容熊の大きいコンデンサー

を電源とする約IC.16.35,65Aの直読電涜によって点

火起蝶し.花沢の大きさと,適確時間および点燥畔rJq

をそれぞれ20-30回測定した｡点燥時間は管件に巻き

付けたfii線の切断状況から判定した｡なお実験に用い

た点火玉はヂニト｡ソレゾルシン鉛,ロダン鉛,塩索

敵カリよりなっている｡

一方,別に点火玉を同株の電流を用いて大気中で発

火させて,その燃焼状況の高速度映画投影を行い,そ

れらの結果を前厄の爽験結果と対比して検討した｡

このほか約2COA とIOA以下の電乾とについてそ

れぞれ数回の突放を行ったが,lCOA以上については

昭和3'J年7月22E7三和

+末広火事工事広

Voll21,h'〇･8,1988

突放回穀も少いたI･)に今t'i改めて検討したいと考えて

いるOさらに..CA以下のものにつ1いては今までに多く

の実験的が児1Rきれているので今回は蝉に比故のため

に行ったものである,

突放袈匠をブラウン管袋田と高速度映画祝辞装紀と

に別けて示せば,それぞれ Fig.I,Fig.2の通りで

ある｡

Fi肖.Iでは,通電の准机に単掃引時間軸を起動さ

せ,I.I:t火恒】路中の0.5Jlの抵抗器の両端に点火髄光に

比例して現われる髄圧を,管件に捲き付けた塩練を通

じてブラウン管に導く｡一方タイムマーク用の ICkC

(297) Fig.IIgnitingandrecordingci

rcuitI):Detonators
amp]cE:Stabilizedd.C.powersupply(1cc.-

2C〇V)0:Timemarkoscillator(1
KC/S)P:TgnitingSourceCapacitor(I,50
0EEF)S:SpeciA)lytreatedgangeds
witchT:Singlesweepgenc

ratoEV:CadlOJe-raytubt･(type5ABPll,pos
tal一eelela

ted)W:BouTLdwiretomeasl汀ethetimeto
dclかnatlOn




